
暑さ寒さも彼岸までという言葉がありますが、9月20日の彼岸入りを迎え、少しずつ日中の暑
さが緩和されてきています。

9月には千葉白井工場で第1回の「光栄納涼会」が開催され、社員皆で楽しくお肉や飲み物を頂
き、ビンゴ大会では景品ゲットの為にかなり盛り上がりました。社員の慰労と絆を深める目標が
達成できたのではと喜んでおります。
又大阪においては、枚方市・高槻市、両市で「第2回くらわんか花火大会」が開催され、当社

も協賛企業として、また社員家族と一緒に見学することが出来ました。年々規模が大きくなりま
したが、今後も枚方市の力に少しでもなれればと考えております。
今月は「若者が挑戦する後押しを」と題して、日本芸術文化振興会理事の長谷川眞理子氏の言

葉を紹介します。（朝礼でもお伝えしています。）

少子高齢化が進むという事態は先進国の間ではだいたい同じだと思われるのだが、物事を動かす
中枢にいる人たちが大変に高齢化しているというのは日本に固有の現象なのではないか。（岸田
内閣の平均年齢62歳、上場企業の社長は58.5歳であるが、5割以上が60歳以上）
他の先進国では意思決定に関わる人々に40歳代、50歳代がかなり多くみられるが日本では60歳代
～80歳代である。これは困ったことだと思う。高齢者が元気で活躍できるのは一般論として良い
ことだ。高齢者はそれまでの人生で蓄積した叡知（優れた知恵）を持っているし、人間関係の扱
いにおいても経験豊富である。本来ならそれらの叡知と経験を駆使して今の社会運営に貢献でき
る。
しかし昨今の社会の変化のスピードは著しく高齢者が対処してきた社会とはかけ離れてしまった。
新たな技術がどんどん現れて浸透し、人々の常識を変えている。そして「人間性」そのものをも
変化させている。私という人間のあり方と、私が持っている人間観は今の特に10代の人たちのあ
り方と、彼らが持っている人間観とはかけ離れているように思う。すると、高齢者の叡知や経験
は、あまり使い物にならない。社会は常に下の世代からの突き上げがあり、それによって新たな
試みが成され、革新が訪れた。必ずしも良い方向にいったとは限らないが、それでも若い世代が
挑戦をし続けることが大事であった。それが今の日本ではとても弱いように思うのである。
どうしてそうなったのかと言えば、私たち上の世代が（ちなみに長谷川氏は70代）若い世代に積
極的に挑戦を行うように仕向けなかったからだろう。日本では長らく若い人たちに対して「こう
しなさい。これに従いなさい。」という指示を与えるだけで、自分たちで何かを開拓していくこ
とを奨励してこなかったのではないかと思うのである。
若い世代はもちろん、経験が少なく無鉄砲なところがあるのだが、そんな彼らをある程度信頼し、
自分たちで道を切り開いていく術を身に付けていかねば、（彼ら）の未来はないだろう。上の世
代には若い世代に挑戦をさせてあげる懐の深さが必要なのだ」

と語っておられます。当社も2023年春4名の新入社員が入社され、2024年にも2名の内定者が既
に決定しており会社の若返り、あるいは社員の20歳代の占める割合が高いものになっております。
夢や希望を持って社会に飛び込んできた彼らを私どもはしっかりと自立し、自己実現に向かって
挑戦していけるように見守り、寄り添い、元気付けることがとても大切になってきます。会社に
とっての宝の原石である彼ら20歳代、30歳代がより一層生き生き出来るように、私も社員に寄り
添い、信頼していくように頑張っていきます。

11月に向けて
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